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Ⅰ．平成２１年度 補正予算の概要                  
 

1.概要                                 
 

平成２１年度に取りまとめられた「経済危機対策」に基づく補正予算については、底

力発揮・２１世紀型インフラ整備、地域活性化等、安全・安心確保などを推進するため

の予算配分がなされました。 

中部地方整備局においても、地域間の連携促進、地域産業の生産性向上、国際競争力

強化等に資するための道路整備や港湾拠点整備、地震・ゲリラ豪雨などの自然災害から

地域を守る洪水・高潮等防災対策等、低炭素社会への移行へ向けた自然エネルギー活用

等の整備を推進します。なお、地域経済情勢を踏まえ、景気回復に全力を尽くす観点から

一層のすみやかな執行に努めます。 

 

◆補正予算額 

        補  正  予  算  額  ２，０７３．４億円 

      （参考）平成２１年度当初 ７，９７３．４億円   

                      ※上記予算額は、直轄事業と補助事業の合計 

                      ※平成 21 年度当初には、地域活力基盤創造交付金を含んでいない。 

 

補正予算のポイント 
 

◆底力発揮・21 世紀型インフラ整備 

 

  広域的な物流の移動・安全・生産効率の向上を図る交通アクセス整備や国際物流拠点

の取扱能力を高める港湾整備等を推進します。また、「国土ミッシングリンク」を結合す

ることで、広域ネットワークを構築し、観光地へのアクセス向上、緊急医療ネットワー

クの強化など、地域の発展に大きな役割を果たします。 

 

  【主な実施箇所等】 

 

・近畿自動車道伊勢
い せ

線<名古屋環状２号線（名古屋西～飛島
とびしま

区間）>【    8 億円】 
名古屋都心の交通渋滞の緩和を図るため、新たに事業着手する。 

                                           

・国道 302 号名古屋環状２号線（名古屋南 IC～高針
たかばり

JCT 区間）  【約 33 億円】 
  名古屋南 IC～高針 JCT 間の平成 22 年度供用へ向け工事を推進する。 

 

・東海環状自動車道（岐阜県）                  【約 34 億円】 
  関～養老間の用地取得等を進め、事業推進を図る。        
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・国道 23 号名豊
めいほう

道路（愛知県安城
あんじょう

市他）            【約 24 億円】 
  知立バイパス（和泉 IC～芦池 IC 間）において現道 23 号の交通混雑緩和を図るため、立

体化、４車線化工事を推進する。 

 

・伊豆
い ず

縦貫
じゅうかん

自動車道 東駿河湾環状道路（静岡県三島市、函南
かんなみ

町
ちょう

）【   39 億円】 
  今年度夏頃供用予定の沼津岡宮 IC～三島塚原 IC 間に引き続き、三島塚原 IC～大場・函

南 IC 間の工事を推進する。  

 

・国道 42 号熊野
く ま の

尾鷲
お わ せ

道路（三重県熊野市、尾鷲市）       【  25 億円】 
    防災・医療など地域住民の安心・安全を守る「命の道」整備のため工事全面展開。 

 

・清水港（静岡市清水区）                  【約 8 億円】  
 新たなコンテナターミナルの岸壁工事等を推進する。 

 

 

◆地域活性化等 

 

  交通の分散による交通渋滞緩和や緊急輸送道路の確保など、災害時のネットワーク機

能強化及び地域開発の支援等、地域活性化に寄与する道路整備等を推進します。 

 

  【主な実施箇所等】 

 

・国道２３号中勢道路（三重県津市、松阪市）          【   20 億円】  
 現道 23 号の交通混雑緩和を図るため、工事を推進する。 

 

 

◆安全・安心確保等 

  

社会資本ストックの耐震
たいしん

化・予防保全や自然災害から地域を守るゲリラ豪雨、洪水・

高潮等防災・災害対策、交通の安全確保対策、公共施設のバリアフリー等を推進します。 

 

【主な実施箇所等】 

 

・櫛
くし

田川
だ が わ

河川改修事業（三重県松阪市
まつさかし

）              【約  3 億円】 

  高潮区間（高須
た か す

地先）の堤防工事を完成する。（高潮堤防工事） 

 

・天竜川河川激甚
げきじん

災害特別対策事業（長野県箕輪
み の わ

町
ちょう

）        【約  2 億円】 
    再度災害防止のため河道掘削等工事を推進する。 

 

・横山ダム再開発事業（岐阜県揖斐川町
いびがわちょう

）             【約 10 億円】 
  洪水調節容量回復のため堆積した土砂掘削工事を推進する。 

 

・唐沢
からさわ

砂防えん堤（長野県伊那市
い な し

）                【  4 億円】 
  土砂災害防止ため砂防えん堤工事を推進する。 
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・富士海岸（静岡県富士市）                   【約 6 億円】 
  高潮対策のため堤防強化工事を推進する。 

 

・下田港（静岡県下田市）                    【約 11 億円】 
  避難船舶の安全確保のための防波堤工事を推進する。     

        

・尾鷲
お わ せ

港（三重県尾鷲市
お わ せ し

）                    【約  2 億円】 
大規模地震に対応した岸壁耐震工事を推進する。    

   
◆低炭素革命 

 

 低炭素社会へ向け公共建築物への太陽光発電の導入等を推進します。 

 

 【主な実施箇所等】 

  

・道の駅において太陽光発電施設を設置（三重県紀宝町
きほうちょう

他）   【約 0．5億円】 
     低炭素社会へ向け、情報提供施設やトイレの照明に試行的に導入する。 

 

 



平成平成２１２１年度補正予算年度補正予算 事業のポイントマップ事業のポイントマップ

【底力発揮・21世紀型インフラ整備】

《三大都市圏環状道路・ミッシングリンクの結合》

◆近畿自動車道伊勢線
名古屋環状2号線（名古屋西～飛島区間）

名古屋都心の交通渋滞の緩和を図るため、新たに事業着手する

【底力発揮・21世紀型インフラ整備】

《三大都市圏環状道路・ミッシングリンクの結合》

◆国道302号 名古屋環状２号線
名古屋南IC～高針JCT間の平成２２年度供用へ向け工事
を推進する

【底力発揮・21世紀型インフラ整備】

《三大都市圏環状道路・ミッシングリンクの結合》

◆国道475号 東海環状自動車道
関～養老間の用地取得等を進め、事業推進を図る

【底力発揮・21世紀型インフラ整備】

《港湾・空港インフラ強化》

◆清水港（新興津地区）
今回の補正予算によりコンテナターミ
ナルの岸壁工事を推進する

【底力発揮・21世紀型インフラ整備】
《主要都市間の規格の高い道路等の整備》

◆国道1号伊豆縦貫自動車道
東駿河湾環状道路

今年度夏頃供用予定の沼津岡宮IC～三島塚原IC
間に引き続き、三島塚原IC～大場・函南IC間の
工事を推進する

【底力発揮・21世紀型インフラ整備】
《主要都市間の規格の高い道路等の整備》

◆国道23号 名豊道路
知立バイパス（和泉IC～芦池IC間）において現道
23号の交通混雑緩和を図るため、立体化・４車線
化工事を推進する

【底力発揮・21世紀型インフラ整備】

《主要都市間の規格の高い道路等の整備》

◆国道42号 熊野尾鷲道路
◆近畿自動車道紀勢線（尾鷲北～紀伊長島）
防災・医療など地域住民の安心・安全を守る「命の道」整備
のため、工事を全面展開する

【安全・安心確保等】

《洪水・高潮等防災・災害対策》

◆櫛田川（高須地先）
今回の補正予算により高潮被害の想定される区間
の高潮堤防工事を完成させ、安全性を向上する

【安全・安心確保等】

《社会資本ストックの予防保全》

◆横山ダム再開発
今回の補正予算により、ダムに堆積した土
砂を取り除き、洪水調節機能を回復し、豪
雨等に対する信頼性を向上する

【安全・安心確保等】

《洪水・高潮等防災》

◆富士海岸
今回の補正予算により、波高の高い駿河湾に
面した富士海岸の老朽化進む堤防の強化工事
を推進し安全性を高める

【安全・安心確保等】

《交通の安全確保対策》

◆下田港（下田地区）
今回の補正予算により、避難船舶の安全性確保
のため防波堤工事を推進する

【安全・安心確保等】

《社会資本ストックの耐震化》
◆尾鷲港（林町地区）
今回の補正予算により、間近に予測され
る東南海・南海地震等に対して、岸壁の
耐震性を強化する

【安全・安心確保等】

《洪水・高潮等防災・災害対策》

◆唐沢砂防えん堤
今回の補正予算により、土砂災害の危険性の高い地
区の砂防えん堤工事を推進し、安全性を高める

底力発揮・21世紀型インフラ整備
地域活性化等

安全・安心確保等

低炭素革命等

凡例

【安全・安心確保等】

《洪水・高潮等防災・災害対策》

◆天竜川河川激甚災害対策
特別緊急事業（箕輪町）

平成18年７月豪雨により広い被害が発生したため今
回の補正予算により、河道掘削及び根固工工事を促
進し安全性を高める

【地域活性化等】

《地域交通の活性化等》

◆国道23号 中勢道路
現道23号の交通混雑緩和を図るため、工事を推進
する

【低炭素革命等】

《公共建築物への太陽光発電の導入》

◆道の駅において
太陽光発電施設を設置
低炭素社会に向け、今回の補正予算で、一部
の道の駅で情報提供施設やトイレの照明の電
源に太陽光発電を試行的に導入する

ー４－



３．平成２１年度中部地方整備局関係補正予算一覧表

ⅰ．平成２１年度補正予算配分に基づく中部地方整備局関係事業費

（単位：百万円）

当　初　（Ａ） 補　正　（B)

直轄 補助 計 直轄 補助 計 直轄 補助 計

66,194 47,328 113,522 30,513 11,124 41,637 96,707 58,452 155,159

4,352 7,966 12,318 5,327 1,080 6,407 9,679 9,046 18,725

161,643 22,930 184,573 114,541 12,543 127,084 276,184 35,473 311,657

25,006 7,805 32,811 9,330 2,603 11,933 34,336 10,408 44,744

44,559 44,559 1,050 1,050 45,609 45,609

111,726 111,726 414 414 112,140 112,140

57,235 35,450 92,685 2,266 5,766 8,032 59,501 41,216 100,717

4,468 7,415 11,883 1,150 324 1,474 5,618 7,739 13,357

0 0 0 0 0 0

168,390 168,390 6,557 6,557 174,947 174,947

3,117 19,483 22,600 0 752 752 3,117 20,235 23,352

2,268 2,268 1,998 1,998 4,266 4,266

合　　　　計 324,283 473,052 797,335 165,125 42,213 207,338 489,408 515,265 1,004,673

総　　　　計 324,283 473,052 797,335 165,125 42,213 207,338 489,408 515,265 1,004,673

注 １）道路整備関係、道路環境整備関係には、都市・住宅関係事業の街路事業、道路環境整備の事業費を含む。

２）住宅対策関係には、河川関係事業の住宅関連特定治水の事業費を含む。

３）都市水環境関係は、河川関係事業の都市水環境事業と都市・住宅関係事業の都市水環境事業を合わせたもの。
４）港湾空港関係事業費には起債事業費を含まない。

５）中部地方整備局における補助事業の対象は、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県である。

６）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しない場合がある。

官 庁 営 繕 関 係

そ の 他

都 市 水 環 境 関 係

地域活力基盤整備関係

下 水 道 関 係

公 園 関 係

港 湾 関 係

住 宅 対 策 関 係

市 街 地 整 備 関 係

道 路 環 境 整 備 関 係

合　　　計
（Ａ＋Ｂ）

河 川 関 係

海 岸 関 係

道 路 整 備 関 係

- 5 -



ⅱ．　一括配分予算関係

【直轄事業費】 （単位:百万円）

本省配分 一括配分（整備局配分） 合計

治　　水 30,359 154 30,513

海　　岸 5,327 0 5,327

道路整備 105,885 8,656 114,541

港　　湾 9,330 0 9,330

道路環境整備 827 1,439 2,266

都市水環境 0 1,150 1,150

公　　園 0 0 0

官庁営繕 0 1,998 1,998

合　　計 151,728 13,397 165,125

【補助事業費】 （単位:百万円）

本省配分 一括配分（整備局配分） 合計

治　　水 2,113 9,011 11,124

海　　岸 786 294 1,080

道路整備 6,347 6,196 12,543

港　　湾 1,500 1,103 2,603

住宅対策 0 1,050 1,050

市街地整備 144 270 414

道路環境整備 2,410 3,356 5,766

都市水環境 0 324 324

地域活力基盤整備関係 0 0 0

下 水 道 1,800 4,757 6,557

公　　園 276 476 752

合　　計 15,376 26,837 42,213

【補助事業費　県別内訳】 （単位:百万円）

本省配分 一括配分（整備局配分） 合計

岐 阜 県 2,599 6,256 8,855

静 岡 県 6,132 6,079 12,211

愛 知 県 4,433 10,885 15,318

三 重 県 2,212 3,617 5,829

合　　計 15,376 26,837 42,213

注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しない場合がある。

　平成１３年度から導入された「公共事業等予算の一括配分制度」は、地方のニーズをより一層的確に反映した住
宅・社会資本整備を促進するため、中央省庁等改革基本法に基づき、事業の決定及び執行に関する大臣の権限をで
きるだけ地方整備局等へ委任し、各地域単位での直轄事業の実施、補助事業の調整等を総合的に行う事を目的とし
ています。

 - 6 -



【底力発揮・21世紀型インフラ整備】

【道路部】

　当該道路の整備により、名古屋
な ご や

都市部に集中する交

通を適切に分散導入するとともに、通過交通をバイパ

スし名古屋都心の交通渋滞を緩和、また、特定重要港

湾名古屋港、中部国際空港へのアクセス強化を図りま

す。

　近畿自動車道
き ん き じ ど う し ゃ ど う

伊勢
い せ

線は、名古屋
な ご や

市から伊勢
い せ

市に至る

延長約81㎞の高速自動車国道です。うち当該区間（名

古屋西～飛島村：約１２ｋｍ）は、名古屋環状２号線

の一部区間として、都市内の渋滞緩和等を目的とした

名古屋
な ご や

圏の環状道路を形成しており、一般道路（一般

国道３０２号）との複断面により構成されています。

国・高速道路株式会社

　事業期間

全体事業費

平成２１年度～

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

　今回補正予算により、新たに事業着手し、工事着手

に向け調査設計等を実施します。

約１，３５０億円

事業箇所

起点：愛知県
あいちけん

名古屋
な ご や

市中川
なかがわ

区島井
し ま い

町
ちょう

終点：愛知県
あいちけん

海部郡
あ ま

飛島村
とびしまむら

木場
き ば

一丁目

物流拠点のアクセス性を高める名古屋都市圏環状道路を整備

～近畿
き ん き

自動車道伊勢
い せ

線

 　名古屋
な ご や

環状２号線（名古屋
な ご や

西
に し

～飛島
と び し ま

）～

事業主体１．事業概要

補正予算事業費：８億円

＜名古屋西ＪＣＴ付近＞

近
畿

自
動

車
道

伊
勢

線
名

古
屋

環
状

２
号

線
（
名

古
屋

西
～

飛
島

）

名古屋高速

東
名
阪

名古屋西JCT
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【底力発揮・21世紀型インフラ整備】

【道路部】

事業箇所

起点：名古屋
な ご や

市中川
なかがわ

区富田町
とみたちょう

終点：名古屋
な ご や

市中川
なかがわ

区富田町
とみたちょう

物流拠点のアクセス性を高める名古屋都市圏環状道路を整備

～国道３０２号　名古屋
な ご や

環状２号線～

事業主体１．事業概要

補正予算事業費：３３．４億円

　当該道路の整備により、通過交通のバイパス、流入

交通の分散化により、名古屋都心の交通渋滞の緩和が

期待されます。

　名古屋
な ご や

市街部の外縁を形成する総延長約６６ｋｍの

環状道路で、市内から放射状に伸びる幹線道路や名古
な ご や

屋高速道路と主要地点で連絡し、都市内の渋滞を緩和

することなどを目的に計画された幹線道路であり、自

動車専用道路と一般道路（一般国道３０２号）の複断

面により構成されます。

国

事業期間

全体事業費

昭和４６年度～

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

　今回の補正予算により、東部・東南部区間の平成

２２年度の供用に向け橋梁・改良工事等を実施しま

す。

約５，３００億円

２名古屋 環

愛知県

＜有松地区の工事状況＞
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【底力発揮・21世紀型インフラ整備】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

【道路部】

　今回の補正予算の充当により、新鹿
あたしか

中山
なかやま

地区、大泊
おおどまり

地区において橋梁工事・道路改良工事を推進し、新鹿
あたしか

IC(仮称)から大泊
おおどまり

IC(仮称)の早期整備を図ることで、

災害時の緊急輸送道路の早期確保及び通勤・通学、医

療などの日常生活圏域を拡大させる高速交通ネット

ワークの機能強化が図られます。

国

平成８年度～

　全体事業費

　国道４２号熊野尾鷲
く ま の お わ せ

道路は、近畿自動車道紀勢
き せ い

線と

一体となって、三重県尾鷲
お わ せ

・熊野
く ま の

地域への高速交通

サービスの提供による交流・連携、並びに現道４２号

の雨量規制区間の解消を目的に計画された三重県尾鷲
お わ せ

市南浦
みなみうら

から熊野
く ま の

市大泊町
おおどまりちょう

に至る延長18.6kmの一般国道

の自動車専用道路です。

　事業期間

　　起点
き て ん

：三重
み え

県尾鷲
お わせ

市南浦
みなみうら

　　終点
しゅうてん

：三重
み え

県熊野
く ま の

市大泊町
おおどまりちょう

　事業箇所

約１，４００億円
　今回の補正予算の充当により、新鹿

あたしか

中山
なかやま

地区、大泊
おおどまり

地区等において橋梁工事、道路改良工事を実施しま

す。

地域を支える道路ネットワーク機能の強化

～国道４２号熊野尾鷲
く ま の お わ せ

道路～

　事業主体

補正予算事業費：２５億円

＜新鹿中山地区の状況＞
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【底力発揮・21世紀型インフラ整備】

【道路部】

　当該道路の整備により、通過交通のバイパス、中京
都市圏への交通の分散導入により、交通渋滞の緩和が
期待されるとともに、東海北陸自動車道・新東名・新
名神などど一体となった広域ネットワークを構築し、
観光地へのアクセス向上、緊急医療ネットワークの強
化など、地域の発展に大きな役割を果たします。

国

事業期間

全体事業費

平成元年度～

　大野
お お の

・神戸
ご う ど

IC（仮称）～大垣
おおがき

西
に し

IC（仮称）間の用地

買収及び養老
よ う ろ う

IC～県境（岐阜県・三重県）の調査設計

等を実施します。

約１５，０００億円

事業箇所

起点：愛知
あ い ち

県豊田
と よ た

市

終点：三重
み え

県四日市
よ っ か い ち

市

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

物流拠点のアクセス性を高める名古屋都市圏環状道路を整備

～国道４７５号　東海
と う か い

環状
か ん じ ょ う

自動車道～

事業主体

補正予算事業費：３４．３３億円

１．事業概要

　国道４７５号東海環状自動車道
と う か い か ん じ ょ う じ ど う し ゃ ど う

は、名古屋
な ご や

市を中心

に半径 30～40km圏に位置する豊田
と よ た

・瀬戸
せ と

・岐阜
ぎ ふ

・四
よ っ

日市
か い ち

等の諸都市を相互に連絡し、新東名･名神等と一

体となって、名古屋圏の環状道路を形成する延長約

160kmの一般国道の自動車専用道路です。

岐阜県

三重県

愛知県

東海環状自動車道

Ｎ

大垣西IC（仮称）～養老JCT（仮称）
工事状況
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【底力発揮・21世紀型インフラ整備】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

【道路部】

　当該事業の整備により、伊豆
い ず

地域の観光・物流など

の広域交通と生活交通の混在を分離し、渋滞を緩和さ

せるとともに、伊豆
い ず

半島部への高速交通サービスの早

期提供を図ります。

国

事業期間

全体事業費

昭和６３年～

約２，２００億円

事業箇所

　今回の補正予算の充当により、三島
み し ま

市谷田
や た

地区及び

三島
み し ま

市大場
だ い ば

地区の橋梁工事を実施します。

起点：静岡
しずおか

県沼津
ぬ ま づ

市岡宮
おかのみや

終点：静岡
しずおか

県田方
た が た

郡函南町平井
かんなみちょうひらい

補正予算事業費：３９億円

地域を支える道路ネットワーク機能の強化

～国道１号　伊豆
い ず

縦貫自動車道　東
ひがし

駿河湾
す る が わ ん

環状道路～

事業主体
　国道１号東駿河湾環状道路

ひがしするがわんかんじょうどうろ

は、高規格幹線道路「伊
いず

豆縦貫自動車道
じ ゅ う か ん じ ど う し ゃ ど う

」の一部を構成するとともに、沼津
ぬ ま づ

･

三島
み し ま

都市圏の環状道路として、交通の分散導入を図

り、市街地内における交通混雑の緩和、ならびに災害

時のネットワーク機能の強化などを目的とする一般国

道の自動車専用道路です。

東駿河湾環状道路

静岡県

ひがしするがわんかんじょう

しずおか

＜三島市谷田地区（塚原高架橋）＞
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【底力発揮・21世紀型インフラ整備】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

【道路部】

　当該道路の整備により、通過交通のバイパス、交通

の円滑化が図られ、現道23号の交通渋滞の緩和が期待

されるとともに、高速交通サービスの早期提供を図り

ます。

補正予算事業費：２３．５８億円

国

事業期間

全体事業費

昭和４７年度～

約４，７００億円

事業箇所

起点：愛知
あ い ち

県豊橋
とよはし

市東細谷町
ひがしほそやちょう

終点：愛知
あ い ち

県豊明
とよあけ

市阿野町
あ の ち ょ う

　知立
ち り ゅ う

バイパス（和泉
い ず み

ＩＣ～芦池
あしいけ

ＩＣ）の立体化のた

めの橋梁工事、改良工事などを実施するとともに、既

供用の橋梁耐震補強工事などを実施します。

物流拠点のアクセス性を高める道路整備

～国道２３号　名豊
め い ほ う

道路～

事業主体
　国道２３号名豊

めいほう

道路は、名古屋
な ご や

市と豊橋
とよ はし

市を結ぶ知
ちりゅ

立
う

バイパス、岡崎
おかざき

バイパス、蒲郡
がまごおり

バイパス、豊橋
とよ はし

バイ

パス、豊橋東
とよはしひがし

バイパスの５つのバイパスで構成され、

一般国道１号及び２３号の交通混雑の緩和と通過交通

の円滑化を目的に計画された８市３町を通過する延長

７３㎞の地域高規格道路です。

愛知県

名豊道路

＜和泉IC付近の状況（知立BP）＞
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【底力発揮・21世紀型インフラ整備】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

【道路部】

地域を支える道路ネットワーク機能の強化

～国道１号　静清
せ い し ん

バイパス～

　事業主体

補正予算事業費：９．４９億円

国

昭和４３年度～

　全体事業費

　国道１号静清バイパスは、地域高規格道路「静岡東

西道路」の一部を構成し、静岡市の環状道路の一部と

して、交通混雑の緩和、交通安全の確保、静清都市圏

の発展の支援、災害時の緊急輸送道路の機能強化等を

目的に計画された静岡市清水
し み ず

区興津
お き つ

東町
あずまちょう

から静岡市駿
する

河
が

区丸子
ま り こ

二軒家
に け ん や

に至る延長24.2kmの幹線道路です。

　事業期間

 今回の補正予算により、唐瀬IC～羽鳥IC間におい
て、４車立体化のための橋梁工事を実施します。

　静清バイパス立体化により、交通の円滑化が図ら
れ、国道1号の交通渋滞緩和が期待されるとともに、
高速交通サービスの早期提供を図ります。

起点：静岡県静岡市清水区
し み ず

興津
お き つ

東町
あづまち

終点：静岡市駿河
す る が

区丸子
ま り こ

二
に

軒
けん

屋
や

　事業箇所

約３，０００億円

静清バイパス

静岡県

52
362

150

1

至
名
古
屋

至
名
古
屋

清水港

至
東
京

至
甲
府

静清バイパス 延長24.2km
せいしんし

ず
お
か

県
奈
良
間
手
越
線

藁
科
川

県

大
川

静
岡
線

主

山
脇
大
谷
線

JR東海道本線

JR東
海道新幹線

富士由比BP

主
中
島
南

安
倍
線

安
倍
川

150

延長6.9km

(2/4) 供用済

城北高架橋

昭府高架橋

T'05=36,755台／ 日
             (Ｋ=2.28)

T'05=60,484台／日
           (Ｋ=1.91)

清水IC

(4/6) 供用済
延長0.3km

①区間

延長4.7km

延長1.0km

清水区
葵区

駿河区

東名高速道路

県 静岡環状線

岡部BP

静岡県

静岡市

静岡IC

主 静岡清水線

終
静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
丸
子
二
軒
家

し
ず
お
か

す
る
が

ま
り
こ

に
け
ん
や

起
静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
興
津
東
町

し
ず
お
か

し
ず
お
か

し
み
ず

お
き
つ

あ
ず
ま
ち
ょ
う

1

1
1

清水立体

賤機山
トンネル

H9.3.26 H20.3.24 H9.3.26

(2/4) 供用済

H18.3.15
延長1.9km

(4/4) 供用済

H9.3.26
延長3.4km

(2/4) 供用済

H20.3.17
延長10.7km

(4/4) 供用済

＜昭府地区橋梁工事の状況
＞
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【底力発揮・21世紀型インフラ整備】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

　

【港湾空港部】

　岸壁(水深15m)(耐震)(第２バース)及び泊地（水深
15m）の整備を実施します。

　今回の補正予算により、効率的な事業進捗が図れ、
清水港のコンテナ取扱能力の向上による地域産業の国
際競争力の強化の早期効果発現を目指します。

静岡市清水区
し ず お か し し み ず く

　事業箇所

約２２１億円

国

平成２０年度～２７年度

　全体事業費

　現在、大型コンテナ船に対応する岸壁の不足から潮
待ち等の非効率な荷役・輸送を強いられている清水港
において､新たに国際海上コンテナターミナルを整備
するとともに､大規模地震への備えとして耐震強化を
図ります。

　事業期間

駿河湾地域におけるものづくり産業の国際競争力を強化

清水
し み ず

港
こ う

 新
し ん

興津
お き つ

地区

～国際海上コンテナターミナル(水深15m)整備事業～

　事業主体

補正予算事業費：７．８億円

泊地（水深15m）

岸壁(水深15m)(耐震)(第２ﾊﾞｰｽ)

-14-



【地域活性化等】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

【道路部】

 今回の補正予算の充当により、[13工区]舞出
ま い で

地区・

木
こづくり

造地区、[12工区]相川
あいかわ

地区、[10工区]緑
みどり

が丘
おか

地区な

どにおいて、改良工事を実施します。

　当該道路の整備により、現道23号の交通渋滞緩和が
図られ、沿線へのアクセス性が向上し、地域開発等に
寄与することが期待されるとともに、地震・災害時に
おける円滑な避難・救援活動を支える道路ネットワー
ク機能の強化が図られます。

　起点：三重県
み え

鈴鹿市
す ず か

北
きた

玉垣
たまがき

町

　終点：三重県
み え

松阪市
ま つ さ か

小津
お づ

町

　事業箇所

約１，９００億円

国

昭和５９年度～

　全体事業費

　国道23号中勢道路は、現道23号の三重県鈴鹿市
す ず か し

北玉
きたたま

垣町
がきちょう

から三重県松阪市
ま つ さ か し

小津町
お づ ち ょ う

間の交通渋滞の緩和、交

通安全の確保、｢中勢北部ｻｲｴﾝｽｼﾃｨ｣等の地域開発の支

援、ならびに災害時のネットワーク機能の強化などを

目的とする道路です。

　事業期間

地域を支える道路ネットワーク機能の強化

～国道２３号中勢
ち ゅ う せ い

道路～

　事業主体

補正予算事業費：２０億円

165

163

163

306

306

23

23
165

23

中勢道路　L＝33.8km

鈴鹿市津市

至伊勢

安濃川橋
L＝122m

バイパス 中勢北部
サイエンスシティ

伊勢湾

至亀山

至四日市

至四日市

三重県

ちゅうせい

（2／4） 供用済

津(河芸)工区
[8工区]

L＝5.0km

津(河辺)工区
[9工区]

L＝4.35km

･津 松阪工区
[13工区]

L＝3.9km

松阪工区
[14工区]

L＝2.8km

鈴鹿(稲生
)工区

[5工区]

L＝2.3km

（2/4)
供用済

L=6.3km（2/4） 供用済

三
重
県,

松
阪
市
小
津
町

終

ま
つ
さ
か

お

づ
ち
ょ
う

三
重
県
鈴
鹿
市
北
玉
垣
町

起

す
ず
か　

き
た
た
ま
が
き
ち
ょ
う

県
嬉

野
津

線

都
高

茶
屋東

出
線

雲
出
川

松阪市

至大阪

都
雲

出
野

田
線

主
津

芸
濃

大
山

田
線

伊勢鉄道
主

鈴
鹿

環
状
線

都

加
佐
登

鼓
ヶ
浦
線

近鉄名古屋線

県

草
生
窪
田
津
線

主

亀
山

　
　

鈴
鹿
線

T’05=54,390台/日

L＝4.1km

津(久居)工区
[12工区]

L＝3.1km

北勢BP

県
家
所
阿
漕

停
車
場
線 県

三
行

　

上
野

線

河芸
グリーンガーデン

T’05=52,480台/日
Ｋ=1.59

Ｋ=1.35

津(神戸)
工区

[11工区]

L＝1.95km

･鈴鹿 津工区
[7工区]

L＝2.9km

津(野田)
工区

[10工区]

L＝2.85km

鈴鹿(御薗
)工区

[6工区]

鈴鹿(安塚
)工区

[4工区]

L＝1.8kmL＝2.85km

：○ H21補正予算充当箇所舞出地区
木造地区

緑が丘地区

相川地区

中勢道路

三重県

＜13工区舞出地区の状況）＞ ＜10工区緑ヶ丘地区の状況＞
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【地域活性化等】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

【港湾空港部】

”恋人の聖地”を活かした賑わいのある親水空間を創出

～ 伊良湖
い ら ご

港
こ う

 伊良湖
い ら ご

地区 観光交流拠点促進計画 ～

　事業主体

補正予算事業費：０．４億円

田原市、愛知県

平成２０年度～２５年度

　全体事業費

　伊良湖港伊良湖地区において、海洋レクリェーショ
ンを通じた観光交流の促進、及び周辺観光施設等との
ネットワークの強化による地域の振興を図るため、浮
桟橋の整備や緑地・臨港道路の高質化改良を実施しま
す。
　また、魅力ある親水空間の形成を促進し、来訪者拡
大を図るための提案事業を一体的に実施します。

　事業期間

　伊良湖地区の遊歩道を実施します。

　今回の補正予算で効率的に事業進捗が図れ、港周辺
の交流人口の拡大、及び地域の活性化の早期効果発現
を目指します。

愛知県
あ い ち け ん

田原市
た は ら し

　事業箇所

約５．２億円

伊良湖港

恋路ヶ浜伊良湖岬

観光施設等との連携、
回遊性の強化

海水浴場

日出の石門

恋人の聖地

恋人の聖地

神島

伊良湖港伊良湖港

恋路ヶ浜恋路ヶ浜伊良湖岬伊良湖岬

観光施設等との連携、
回遊性の強化

海水浴場海水浴場

日出の石門日出の石門

恋人の聖地

恋人の聖地

神島神島

■整備イメージ（情報提供施設・植栽）

■伊良湖港 観光交流ネットワークのイメージ

■観光交流拠点(緑地)完成イメージ

■恋路ヶ浜（恋人の聖地）
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【地域活性化等】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

【建政部】

地域の汚水処理対策を推進します。

～鈴鹿市
す ず か し

流域関連公共下水道事業～

　事業主体

補正予算事業費：5.0億円

鈴鹿市

昭和63年度～
（平成7年度一部供用開始）

　全体事業費

　下水道による処理人口普及率は（H19末）は、全国
では72%に達しているが鈴鹿市では41%となっており、
多くの未普及地域を抱えています。
　このため、生活環境の改善のみならず、地域活性化
を図るために、下水道による汚水処理の整備が求めら
れています。

　事業期間

　下水道による汚水処理の普及を図るため、鈴鹿北
部・玉垣・鈴鹿南部処理分区において下水管の布設を
推進します。
　（16ha，L=4,000m）

　牧田・玉垣・白子地区における下水道の未普及の解
消が促進され、地域活性化が図られます。

　　三重県
み え け ん

鈴鹿市
す ず か し

白
しろ

子
こ

町
ちょう

 地先　他

　事業箇所

約2,500億円

実施箇所実施箇所実施箇所実施箇所実施箇所実施箇所
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【地域活性化等】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

三河地域を代表する地域性豊かな都市公園整備

～東
ひがし

三河
み か わ

ふるさと公園　整備事業～

　事業主体

補正予算事業費：２．０億円

愛知県

平成７年度～

　全体事業費

　東三河ふるさと公園は、計画地の持つ良好な自然環
境を生かしつつ、県営公園として地域の核となり、三
河地域を代表する地域性豊かな公園づくりを行ってい
ます。
　また、本公園は山地に計画したため急峻な地形を有
していることから、園路沿いに休憩所や小広場等を整
備することにより、利用者の利便性・快適性の向上を
図ります。

　事業期間

　東三河ふるさと公園において、園路沿いに残る未整
備の広場について、休憩施設や小広場を整備します。

　今回の補正予算により三河地方を代表する地域性豊
かな公園として、地域の自然要素や歴史性を風景とし
て表現している園路広場が完成します。

愛知県
あ い ち け ん

豊川市
と よ か わ し

　事業箇所

約２７７億円

着手前の園路広場状況

完成後の園路広場イメージ
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【安全・安心確保等】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

【河川部】

　今回の補正予算により、河道掘削及び根固工の整備
を促進させます。

約８４億円　河道掘削及び根固工の整備を行います。

　事業箇所

長野県
ながのけん

箕輪町
みのわちょう

天竜川の再度災害防止対策の推進

～天竜川
て ん り ゅ う が わ

河川激甚災害対策特別緊急事業（箕輪町
み の わ ち ょ う

）～

補正予算事業費：２．０億円

　事業主体
　平成１８年７月豪雨により、諏訪湖周辺では2,541
戸に及ぶ浸水、天竜川では堤防が決壊するなど、広い
範囲で被害が生じたことから、再度災害防止のため、
河道掘削や根固工等の整備を進めます。

国

　事業期間

平成１８年度～平成２２年度

　全体事業費

補正予算
国道150
号

松阪市

櫛
田
川

高潮区間 1.2kp

高潮区間 1.2kp

松阪市

天竜川

-19-



【安全・安心確保等】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

【河川部】

　高潮堤防の整備を行います。

　今回の補正予算により、櫛田川の高潮堤防の整備が
完成します。

三重県松坂
まつざか

市
し

　事業箇所

約１８億円

国

平成１４年度～平成２１年度

　全体事業費

　櫛田川河口部は、伊勢湾台風を契機に高潮堤防を整
備しましたが、築造後約５０年が経過し、老朽化が著
しく、また、必要な高さ・断面ともに不足しているこ
とから、高潮堤防の整備を進めます。 　事業期間

櫛田川の高潮堤防整備の完成

～櫛田川
く し だ が わ

河川改修事業（高須
た か す

地先）～

　事業主体

補正予算事業費：３．４億円

補正予算
国道150
号

松阪市

櫛
田
川

高潮区間 1.2kp

高潮区間 1.2kp

松阪市
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【安全・安心確保等】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

■容量回復イメージ図 ■掘削状況写真

■堆砂状況写真
【河川部】

西濃地域の洪水対策の推進

～横山
よ こ や ま

ダム再開発事業～

　事業主体

補正予算事業費：９．６億円

国

平成２年度～平成２２年度

　全体事業費

　横山ダム再開発事業は、ダム貯水池の堆積土砂を掘
削して洪水調節容量を回復するとともに、貯水池運用
計画を変更することで洪水調節容量を増強し、揖斐川
の治水安全度を向上させるものです。 　事業期間

　土砂掘削工事を実施します。

　平成２１年の補正予算を充当し、掘削工事を推進す
ることにより、早期に横山ダムの洪水調節効果を発現
させることができます。

　岐阜
ぎ ふ

県
けん

揖斐郡
い び ぐ ん

揖斐川
い び が わ

町
ちょう

　事業箇所

約３６０億円

洪水調節容量
を回復

洪水調節に必要な容量

洪水調節容量
を回復

洪水調節に必要な容量
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【安全・安心確保等】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

【河川部】

　海岸堤防の補強を実施します。

　今回の補正予算により、堤防補強を完成させます。

静岡
しずおか

県
けん

富士市
ふ じ し

　事業箇所

約８億円

国

平成２１年度

　全体事業費

　富士海岸は、巨大な波浪が減衰することなく来襲す
るため過去幾度となく高潮災害に見舞われています。
このため、高潮対策として海岸堤防を整備してきまし
たが、老朽化が進行していることから堤防補強を実施
します。

　事業期間

老朽化した海岸堤防の補強を完成

～直轄海岸保全施設整備事業　富士
ふ じ

海岸（吉原
よ し わ ら

工区）～

　事業主体

補正予算事業費：５．７億円

堤防裏法面の劣化状況

陸側

標準断面

法面補
修

沖側
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【安全・安心確保等】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

【河川部】

上流域からの流出土砂を防ぎ、土砂災害を防止

～唐沢
か ら さ わ

砂防
さ ぼ う

えん堤
て い

　直轄砂防事業～

　事業主体

補正予算事業費：４．０億円

　今回の補正予算により、土砂流出抑制効果を早期に
発揮し、土砂災害に対する安全性の向上を図ります。

長野県
ながのけん

伊那市
い な し

　事業箇所

約４４億円

　藤沢川には過去からの流出土砂が不安定な状態で堆
積しています。また、下流域には地域の生活や観光に
利用されている国道１５２号や国道３６１号及び伊那
市高藤町の市街地が存在します。本事業において、藤
沢川上流域からの流出土砂を捕捉し、下流域の民家、
交通施設、観光資源等、保全対象の災害を防ぐこと及
び河床の堆積土砂の再移動防止を目的として、藤沢川
砂防林内に唐沢砂防えん堤の整備を実施します。

唐沢砂防えん堤を整備します。

国

平成１０年度～２２年度

　全体事業費

　事業期間

周辺環境，氾濫区域，保全対象位
置

過去の被災状況（昭和５７年　伊那市高遠町）

国道１５２号

藤
沢
川

藤
沢
川

唐沢砂防えん堤

唐沢砂防えん堤　施工箇所
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【安全・安心確保等】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

【河川部】

H20.8末豪雨対応　床上浸水の解消

～占部
う ら べ

川
が わ

　床上浸水対策特別緊急事業～

　事業主体

補正予算事業費：２．１億円

岡崎市

平成２１年度～２５年度

　全体事業費

　占部川は、近年の都市化の進展もあり、主に内水に
よる浸水被害が多発しています。特に平成20年8月末
豪雨では、床上浸水３８８戸、床下浸水２８０戸とな
るなど甚大な被害が発生しました。このため占部川に
おいては、平成２１年度から床上浸水対策特別緊急事
業により早期の床上浸水の解消を目指すものです。

　事業期間

　掘削護岸工　L=240ｍを実施します。

　本年度当初予算で既設取水堰（0ｋ500）を改築する
ため、0k600付近の治水ネック地点まで河道改修を行
うことが可能となります。そのため、補正予算を充当
し、ネック地点までの河道改修を行うことにより、最
大のネック地点の流下能力を増加させることができ、
治水安全度が向上します。

愛知県岡崎市
おかざきし

　事業箇所

約６０億円

 

岡崎市 

一級河川 占部川 

砂
川

広田川

H21(当初)

掘削護岸
L=160m

H21(当初)
橋梁負担金
上部工 1式

H21(当初)
取水堰改築 1基
取水樋門改築 3基

占
部

川

福岡玉川地区

安城市

岡崎市

推進費・調整費

Ｈ２１以降

Ｈ２１補正

凡　　　例

Ｈ２０まで

Ｈ２１当初

H21(補正)
掘削護岸
L=240m

H20年８月末豪雨

発生年月日

床下浸水　280戸

占部川主要水害

H20.8.29
浸水面積　49.2ha

床上浸水　388戸

床
上

-1
占

部
川

L=
3,

40
0m

H25目標

 

2
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【安全・安心確保等】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

【道路部】

安全で信頼性の高い道路ネットワークの確保

～国道４１号下呂
げ ろ

市金山
か な や ま

町中切
な か ぎ り

法面対策～

　事業主体

補正予算事業費：２．５億円

  今回の補正予算により、下呂市金山町中切～下呂市
三原区間（L=17.9km）の事前通行規制区間内の要対策
箇所40箇所の内、3箇所の対策を実施。早期の事前通
行規制区間解除を図ります。

　国道41号における下呂市
げ ろ し

金山町
かなやまちょう

中切
なかぎり

～下呂市
げ ろ し

三原
さんばら

区間

（L=17.9km）は事前通行規制区間となっており、大雨によ

り通行止めを実施した場合、緊急輸送道路が分断され、地

域の社会・経済活動に大きな支障をきたしています。

  当事業は、事前通行規制区間内においてＨ１８防災総点

検により落石・崩落等の発生の危険のある「要対策」とし

て位置付けられた箇所において、事前通行規制区間解除に

向け、防災対策を実施するものです。

国

平成２１年度

　全体事業費

　事業期間

　　岐阜県
ぎ ふ け ん

下呂市
げ ろ し

金山
かねやま

町
ちょう

中切
なかきり

　事業箇所

約２．５億円

　今回の補正予算の充当により、金山町中切地区にお
いて、浮石・転石のロープネット工による発生源対策
及び高エネルギー吸収型落石防護柵の設置による対策
を実施します。

下呂市金山町
中切

全景（写真）

詳細（写真）

対策内容
ロープネット工

高エネルギー吸収型
落石防護柵
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【安全・安心確保等】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

【道路部】

  今回の補正予算により、橋梁補修を実施し、橋梁の
長寿命化を図るとともに道路ネットワークの信頼性の
向上を早期に図るものです。

　　長野県
な が の け ん

塩尻市
し お じ り し

贄川
にえかわ

　事業箇所

約１億円

　今回の補正予算の充当により、国道１９号片平橋に
おいて橋梁補修（塗装、支承防錆処理など）を実施し
ます。

安全で信頼性の高い道路ネットワークの確保

～国道１９号片平
か た ひ ら

橋
ば し

　橋梁補修～

　事業主体

補正予算事業費：１億円

  国道１９号は、愛知県名古屋市を起点とし長野県長

野市に至る延長約２７０ｋｍの主要幹線道路です。

  片平橋
かたひらばし

は、長野県塩尻市
し お じ り し

贄川
にえかわ

に昭和３９年（１９６

４年）に架設され、４５年が経過しており、橋梁定期

点検を実施したところ、下部工・支承及び塗装等の損

傷・劣化が確認されていることから、早急な補修を実

施するものです。

国

平成２１年度

　全体事業費

　事業期間

山形村
東筑摩郡

木祖村 辰野町

日義村

木曽福島町 南箕輪村

上伊那郡

宮田村木曽郡

開田村

三岳村

上松町

飯島町

中川村

大
高森町

松川町

豊丘村
清内路村

大桑村

南木曽町

山口村

塩尻市
朝日町

奈川村

南箕輪村

王滝村

箕輪町

岡
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駒ヶ根市

飯田市
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伊
北
IC
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木
曽
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所
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国
道
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号
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=
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.7
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工事箇所
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橋梁塗装

400 7000 400

1600 16002400

50 1
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2
1
00
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0
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9500

6700

支承防錆処理 支承防錆処理 支承防錆処理

断面修復

伸縮装置取替

伸縮装置取替

伸縮装置取替

橋梁塗装

断面図

側面図

箱桁下面腐食

支承腐食

位置図 腐食状況
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【安全・安心確保等】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

【道路部】

　事業期間

　岐阜県
ぎ ふ け ん

飛騨市
ひ だ し

古川町
ふるかわちょう

　戸市
と い ち

　事業箇所

約２０億円

　本事業の実施により、登坂車線が整備され、走行車
両の安全性を高めるとともに、冬期の大型車のスタッ
クによる通交止めの減少が図られます。

　登坂車線工事を推進します。

快適・安全な走行性の確保　飛騨地域の活性化を図ります

～国道４１号　戸
と

市
い ち

登坂車線～

　事業主体

補正予算事業費：３．０億円

　国道４１号の当該区間は平均縦断勾配が５％を超
え、大型車混入率も高く（４１％）、大型車の速度低
下による走行車両の安全性、快適性が損なわれていま
す。さらに、冬期における積雪が多く、大型車のス
タックによる通行止めが頻繁に発生しており、地域医
療や地域経済への影響もあることから地元からも雪に
強い道づくりへ強い要望があります。そのため、交通
の円滑化を図るため登坂車線を設置するものです。

国

平成１７年度～２３年度

　全体事業費
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【安全・安心確保等】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

【港湾空港部】

東紀州地域の安全・安心を確保

～尾鷲港
お わ せ こ う

林町
は や し ま ち

地区国内物流ターミナル整備事業～

　事業主体

補正予算事業費：１．５億円

三重県

平成１９年度～２３年度

　全体事業費

　「東海地震防災対策強化地域」及び「東南海・南海
地震防災対策推進地域」に指定されている尾鷲港林町
地区においては、背後地域への緊急物資等の輸送ルー
トの確保及び臨海部における防災拠点としての役割が
望まれています。このことから、平成１９年度より既
存施設の老朽化対策とあわせ、切迫する大規模地震に
対応した耐震改良を実施しています。

　事業期間

　岸壁(水深5.5m)(改良)(耐震)の本体工を実施しま
す。

　今回の補正予算により、効率的な事業進捗が図れ、
東紀州地域の安全・安心の確保の早期効果発現を目指
します。

三重県
み え け ん

尾鷲市
お わ せ し

　事業箇所

約１０億円

国内物流ターミナル

岸壁(水深5.5m)(改良)(耐震)
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【安全・安心確保等】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

【港湾空港部】

荒天時の避難船舶の安全を確保

～下田
し も だ

港
こ う

下田
し も だ

地区防波堤整備事業～

　事業主体

補正予算事業費：１１．４億円

国

昭和５５年度～平成３０年度

　全体事業費

　下田地区において、荒天時の避難船舶の安全を確保
するため、平成30年度の完成を目標に防波堤を整備し
ます。また、近い将来予想される大規模地震に対して
背後の住民、財産を守る効果が期待されます。 　事業期間

　防波堤のケーソン製作・据付等を実施します。

　今回の補正予算で効率的に事業進捗が図れ、船舶の
避難泊地の早期確保を目指します。

静岡県
しずおかけん

下田
し も だ

市
し

　事業箇所

約５５０億円

防波堤
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【安全・安心確保等】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

バリアフリー改修のイメージ図

【営繕部】

　下田運輸総合庁舎
　　建物概要：鉄筋コンクリート造　５階建て
　　　　　　　延べ面積　　２，１１７ ㎡
　　バリアフリー改修事業

　今回の補正予算を活用して、バリアフリー改修を実
施することにより、施設の障壁を除去するための改善
を行い、高齢者、障害者等を含む全ての人が利用しや
すい官庁施設の整備をより一層推進できます。

　静岡県
しずおかけん

下田市
し も だ し

３丁目
ちょうめ

１８－２３

　事業箇所

約１．９億円

国

平成２１年度

　全体事業費

　窓口業務を行う官署が入居する官庁施設において、
官庁施設を利用する者の安全を確保するため、エレ
ベーター設備の改修を実施します。

　事業期間

安心・安全で豊かな社会づくりの推進

～下田運輸総合庁舎など２施設　バリアフリー改修事業～

　事業主体

補正予算事業費：１．９億円
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【低炭素対応等】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

グリーン改修のイメージ図

【営繕部】

地球環境時代に対応した暮らしづくりの推進

～半田地方合同庁舎など３施設　太陽光発電導入事業～

　事業主体

補正予算事業費：０．５億円

国

平成２１年度

　全体事業費

　我が国における低炭素社会の実現に資するため、政
府の実行計画に基づき実施している合同庁舎への太陽
光発電の導入について、計画を前倒し実施します。

　事業期間

　半田地方合同庁舎
　　建物概要：鉄筋コンクリート造　３階建て
　　　　　　　延べ面積　　１，７９７ ㎡
　　太陽光発電の導入

　今回の補正予算を活用して、太陽光発電を導入する
ことにより、二酸化炭素排出量の削減が図られる等、
地球温暖化の抑制に寄与することができます。

　愛知県半田市
は ん だ し

宮路町
みやじちょう

２００－３

　事業箇所

約０．５億円
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【低炭素対応等】

１．事業概要

２．平成２１年度補正予算事業内容

３．整備効果

【道路部】

　事業期間

　三重県
み え け ん

　南牟婁
みなみむろ

郡
ぐん

　紀宝町
きほうちょう

　井
い

田
だ

　事業箇所

約０．５億円

　今回の補正予算により、道路情報提供施設およびト
イレで必要な電力が概ね太陽光発電により賄うことが
可能となり、地球温暖化防止、ＣＯ2排出量の削減に
寄与します。

　太陽光発電施設の設計および工事を推進します。

環境負荷低減を積極的に推進

～道の駅において太陽光発電施設を設置～

　「紀宝町
き ほ う ち ょ う

ウミガメ公園」

　事業主体

補正予算事業費：約０．５億円

　地球温暖化防止、ＣＯ2排出量の削減等に向けた取
組を強化する必要がある中で、自動車交通から排出さ
れるCO2等温室効果ガス削減の占める割合は非常に高
く、道路事業分野では様々な取組により自然環境負荷
の低減を図る必要があります。
　道の駅を利用した太陽光発電施設の設置により、情
報提供施設およびトイレ等の電力を賄うとともに、今
後、道路事業において利用する電力等のエネルギー低
減を図るものです。

国

平成２１年度

　全体事業費

トイレ

情報提供施設

【平面図】

【位置図】 【現況写真】

情報提供施設
トイレ
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５．平成２１年度補正予算 県別主要事業箇所一覧表

ⅰ．県別代表事業箇所一覧表 （国等が実施する事業）

岐 阜 県 静 岡 県 愛 知 県 三 重 県 長 野 県

治水 ●揖斐川堤防整備【1.0 億円】 ●安倍川護岸整備【3.9 億円】 ●庄内川河道掘削【2.1 億円】 ●揖斐川堤防整備【4.0 億円】 ●天竜川堤防整備【2.0 億円】

関係 ●長良川河道掘削【3.0 億円】 ●菊川河道掘削【2.0 億円】 ●庄内川高潮堤防整備【1.0 億円】 ●鈴鹿川高潮堤防整備【3.3 億円】 ●天 竜 川上流自然再生事業【3.8 億円】
てんりゆうがわ

●横山ダム再開発事業【9.6 億円】 ●天 竜 川下流左岸地区地域連携事業 ●揖斐川堤防整備【1.5 億円】 ●櫛田川高潮堤防整備【3.4 億円】 ●唐沢砂防えん堤【4.0 億円】
てんりゆうがわ

●庄 内 川豊岡地区地域連携事業 【1.4 億円】完了 ●矢作ダム堰堤改良事業【5.5 億円】 ●宮川伊勢地区地域連携事業【2.8 億円】 ●滑川第２砂防えん堤【1.3 億円】
しようないがわとよおか や は ぎ みやがわ い せ な め か わ

【0.5 億円】完了 ●大ザレ護岸工【3.2 億円】 ●木曽川下流自然再生事業【2.5 億円】
お お き そ が わ

●高地谷第１砂防えん堤【1.2 億円】 ●千束第４砂防えん堤【1.0 億円】
た か ち た に せ ん ぞ く

道路 ●中部縦 貫自動車道 ●伊豆縦 貫自動車道 ●近畿自動車道伊勢線 ●近畿自動車道紀勢線【18.6 億円】 ● 19 号 片平橋橋梁補修【1.0 億円】
ちゆうぶじゆうかん い ず じゆうかん い せ き せ い かたひらはしはし

関係 158 号高山清見道路【2.1 億円】 1 号 東 駿河湾環状道路【39.0 億円】 名古屋環状２号線（名古屋西～飛島） 尾鷲北 IC(仮称）～紀伊長島 IC(仮称）
たかやまき よ み ひがしするがわん な ご や お わ せ きた き い な が し ま

●東海環 状自動車道【34.3 億円】 414 号天城北道路【2.4 億円】 【8.0 億円】 新規 ● 42 号熊野尾鷲道路【25.0 億円】
とうかいかんじよう く ま の お わ せ

●岐阜南部横断ハイウエイ ●三遠南信自動車道 ● 302 号名古屋環状Ⅱ号線【33.4 億円】 ● 23 号中 勢道路【20.0 億円】
ぎ ふ な ん ぶおうだん さんえんなんしん な ご や ちゆうせい

21 号岐大バイパス【2.7 億円】 474 号三遠道路【1.0 億円】 ● 23 号名豊道路【23.6 億円】 ● 23 号宮川大橋橋梁補修【4.4 億円】
ぎ だ い めいほう みやかわおおはし

21 号坂祝バイパス【1.1 億円】 ●静岡東西道路 ● 42 号熊野市佐田坂地区防災対策【2.1 億円】
さかほぎ しずおかとうざい く ま の し さ だ ざか

● 41 号戸市登坂車線【3.0 億円】 1 号静清バイパス【9.5 億円】
と い ち せいしん

● 19 号虎渓大橋耐震補強【2.5 億円】

● 41 号下呂市金 山 町中切地区防災対策
げ ろ し かなやまちようなかきり

【2.5 億円】

港湾 ●清水港［新興津］国際海上ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ
し み ず しんお き つ

関係 (水深 15m)第２バース【7.8 億円】

●田子の浦港[中 央]多目的国際ﾀｰﾐﾅﾙ
た ご の う ら ちゆうおう

(水深12m)【5.8億円】

●御前崎港[女岩]防波堤【1.8億円】
おまえざき め いわ

●下田港[下田]防波堤【11.4億円】
し も だ し も だ

海岸 ●富士海岸海岸保全施設整備事業【21.5 億円】 ●伊勢湾西南海岸海岸保全施設整備事業
ふ じ い せ わ ん せいなん

関係 ●駿河海岸海岸保全施設整備事業【13.0 億円】 【11.1 億円】
す る が

●津松阪港海岸 ふるさと海岸整備事業
つ まつさか

【5.6 億円】

営繕 ●下田運輸総合庁舎等ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ改修 ●半田地方合同庁舎等（太陽光発電導入）

関係 【1.9 億円】 【0.5 億円】
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ⅱ．県別代表事業箇所一覧表 （地方公共団体等が実施する事業）

岐 阜 県 静 岡 県 愛 知 県 三 重 県

都市 ●中津川駅 周 辺地区 ●裾野駅西土地区画整理事業【裾野市 0.7 億円】 ●安城南明治第一土地区画整理事業【安 城市 0.6 億円】 ●佐田浜・岩崎周辺地区
なかつがわえきしゆうへん すそのえきにし す そ の あんじょうみなみめいじだいいち あんじょう さ だ はま いわさき

住宅 【まちづくり交付金：中津川市 0.2 億円】（国費） ●本市場大渕線（青葉町工区）【富士市 0.16 億円】 ●下之一色南部土地区画整理事業【名古屋市 0.1 億円】 【まちづくり交付金：鳥羽市 0.6 億円】（国費）
もといちばおおぶちせん あおばちようこうく しものいっしきなんぶ な ご や

関係 ●山県市公共下水道事業【山県市 2.8 億円】 ●遠州鉄道線【浜松市 1.0 億円】 ●東三河ふるさと公園【県 2.0 億円】 ●三重県安全安心事業【県 0.6 億円】
えんしゆうてつどうせん ひがしみかわ こうえん み え け ん あんぜんあんしんじぎよう

●住宅・建築物安全ストック形成事業 【県】 ●丸子池田線（八幡工区）【静岡市 2.0 億円】 ●名古屋市安全安心事業【名古屋市 2.0 億円】 ●鈴鹿市公共下水道事業【鈴鹿市 5.0 億円】
ま り こ い け だ せ ん や は た こ う く な ご や し あんぜんあんしんじぎよう

●新居地区 ●名古屋市公共下水道事業【名古屋市 9.5 億円】
あ ら い

【まちづくり交付金：新居町 0.15 億円】（国費）

●浜松市公共下水道事業【浜松市 6.5 億円】

治水 ●泥川広域河川改修事業【県 1.2 億円】 ●太田川広域河川改修事業【県 1.2 億円】 ●広田川(占部川工区)床上浸水対策特別緊急事業 ●椋川総合流域防災事業【県 1.0 億円】
どろかわ おおたがわ こ う だがわ う ら べ がわ むくがわ

関係 ●荒田川総合流域防災事業【県 2.6 億円】 ●巴 川総合治水対策特定河川事業【県 14.7 億円】 【県 2.1 億円】 ●相川広域河川改修事業【県 3.0 億円】
あ ら た がわ ともえがわ あいかわ

●明ヶ谷通常砂防事業【県 1.0 億円】 ●安良里坂本川通常砂防事業【県 0.4 億円】 ●新川（青木川放水路）総合治水対策特定河川事業 ●西之貝戸川支川通常砂防事業【県 0.4 億円】
あけがたに あ ら り さかもとがわ しんかわ あ お き がわほうすいろ にし の がいと か わ し せ ん

【県 8.0 億円】

●折 平川通常砂防事業【県 0.30 億円】
おりだいらがわ

道路 ●国道 256 号金山下呂道路【県 1.0 億円】 ●国道 136 号函南函南～三島バイパス【県 5.7 億円】 ●国道 473 号岡崎～額田バイパス【県 3.0 億円】 ●国道 167 号第二伊勢道路【県 3.0 億円】
か な や ま げ ろ かんなみ み し ま おかざき ぬ か た だ い に い せ

関係 ●(主)岐阜関ヶ原線 片山・梅谷【県 1.6 億円】 ●(主)島田吉田線 (仮称)大井川新 橋【県 3.0 億円】 ●(主)豊田安 城線 安 城工区【県 3.0 億円】 ●(主)伊勢松阪線【県 1.0 億円】
ぎ ふ せきがはらせん かたやま うめたに し ま だ よ し だせん おおいがわしんきよう と よ た あんじようせん あんじよう い せ まつさか

●岐阜市加納西地区(交通安全)【県 1.0 億円】 ●清水町徳倉地区(交通安全)【県 2.2 億円】 ●(主)安城碧南線(交通安全)【県 1.5 億円】 ●交通安全施設整備県内全域地区【県 1.5 億円】
ぎ ふ し かのうにし しみずちょうとくら あんじょうへきなん

●国道 362 号羽鳥・安西拡幅【静岡市 3.8 億円】 ●(市)名古屋第二環 状 線 橋梁補修【名古屋市 1.0 億円】
は と り あんざい な ご や だい に かんじようせん

●(一)藤枝静岡線 橋梁耐震補強【静岡市 1.5 億円】 ●栄・東山地区(交通安全)【名古屋市 0.58 億円】
ふじえだしずおかせん さかえ ひがしやま

●(主)浜松環 状 線【浜松市 1.2 億円】
はままつかんじようせん

港湾 ●清水港[新興津]緑地【県2.0億円】 ●伊良湖港[伊良湖]観光交流拠点促進計画 ●津松阪港[大口]国内物流ﾀｰﾐﾅﾙ【県 3.0 億円】
し み ず しんお き つ い ら ご い ら ご つまつさか おおぐち

関係 ●清水港[新興津]いきいき交流みなとまちづくり 【田原市、県 0.4 億円】(みなと振興交付金) ●尾鷲港[ 林 町]岸壁(水深 5.5m)(改良)(耐震)
し み ず しんお き つ お わ せ はやしまち

【静岡市・静岡県 2.9 億円】（みなと振興交付金） 【県 1.5 億円】

●田子の浦港[港内]公害防止対策事業【県5.0億円】
た ご の う ら こうない

●田子の浦港[港口]緑地【県 1.0 億円】
た ご の う ら こうぐち

●下田港[外ヶ岡]小型船溜り【県1.6億円】
し も だ そと おか

海岸 ●御前崎港海岸高潮対策事業 【県 0.2 億円】 ●真野海岸高潮対策事業【県 0.9 億円】 ●宇治山田港侵食対策事業 【県 0.5 億円】
おまえざき ま の う じ や ま だ

関係 ●沼津港海岸高潮対策事業 【県 0.3 億円】 ●豊橋海岸高潮対策事業【県 5.6 億円】 ●長島地区海岸高潮対策事業 【県 0.5 億円】
ぬ ま づ とよはし ながしま

●榛原港海岸海岸環境事業 【県 0.3 億円】 ●西尾海岸高潮対策事業【県 1.3 億円】 ●鵜方浦地区海岸高潮対策事業【県 0.2 億円】
はいばら に し お う が た うら

●清水港海岸高潮対策事業 【県 0.7 億円】
し み ず

●土肥港海岸高潮対策事業 【県 0.3 億円】
と い
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